
 
⸺ꆉ　杉さんはハノイとホーチミン市
の両方を見ています。

杉　はい。ホーチミン支店が2001年に
開設され、ハノイ支店は2014年です。私
は頻繁に両支店を行き来し、たまに日
本にも出張します。各地を飛行機で移
動するのが本職ですから慣れています

（笑）。

⸺ꆉ　日越間の旅行客が増えていますね。

杉　昨年の訪日ベトナム人が約30万
人、来越日本人は約80万人で、どちら
も過去最高です。こうした動きはお客
様の増加につながっていると思います
が、実は越米間の移動も多いのです。
　アメリカに住むベトナム系アメリカ
人やベトナム人は200万とも言われて
おり、ベトナムとアメリカとの往復が多
いんですね 。そのため、成田や羽田を

経由して両国を移動する便も人気とな
っています。日本の他にも、台北、仁川、
香港、上海、シンガポールなどを経由
して、ベトナムとアメリカを結ぶ各社の
便が多くあります。
　これらの空 港 はハブ空 港とも呼 ば
れ、多くの路線の経由地となっていま
すが、将来的にはハノイやホーチミン
市もハブ空港になり得ると思っていま
す。地政学的に見て近隣諸国に移動し
やすい立地ですし、北米に行く場合も
シンガポールなどより利便性が高いで
すからね。

⸺ꆉ　ベトナムは魅力的な市場だと。

杉　その通りです。国内外での移動が
増える中、ベトナムには新幹線のよう
な長距離高速鉄道がなく、航空へのニ
ーズが高まることは間違いないでしょ
う。9500万人の若い人口と拡大する経
済で、今後の流動はますます大きくな
ると思います。

経済発展や旅行者増で利用者が激増しているベトナムの空の便。2001年に進出
し、2016年にベトナム航空と提携した全日本空輸（ANA）は、着実にその存在感
を高めてきた。General Director, Vietnamの杉正純氏が実情を語る。

杉　正純　Masazumi Sugi
米国の大学を卒業後、現地で日系企業に就職。その後、全日
本空輸株式会社に入社。日本での宣伝部等を経て、米ロスア
ンジェルス支 店に6 年、ドイツのフランクフルト空 港 所に4 年
駐在後、2016年より現職。

確実に高まるベトナム航空需要
提携などで販売チャンスが大幅拡大
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